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マニフェスト政簸名論� 

3 年金・医療� 

20.歳入庁を創設する。

{政策関前}


。年金保険料のムダづかいイ体質を一掃する。
 

O伴金保険料の未納を減らすc


【具体策1 
0社会保設庁は麗税JTと続合して� f議入庁j とし、税と探検料を一体的に議i援する。� 

O所得の摺掻を確3認に行うために、税と社会保離翻i度共通の番号制度を導入する。
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平成開設税制改正大綱(抄)� • I 
平成� 21年� 12月� 22白 頭議決定

第� 3章 各会主主芸課題の改革の方i向性

1.約税策竣獲備� 

(3)主士会保障・税然i畿の主番号制度導入

社会保湾総度と税措認を一体化し、察?と手を差し伸べるべき人にま設する役会保障を充爽Zさせるとともに、社会保障苦手i獲の効率化を進

めるため、また所得税の公亙殺を担保するために、� Eしい所得抱擬体総の環境整備が必婆不可欠です。そのために社会保障・税共通

宝登雪制度の導入を進めます。

番号は芸春礎年金主番号や住民票コードなどの既存番号の鴻潟、新たな付添など綴々な選択肢が努えられますe 付番号・管理する主体に

ついては、� (4)で詳述する歳入庁が適当であると考えます。
以上、徴収とも関遼しますが、主として給付のための番号として綴度設雷{ーを進ゐまずa その際は、鶴人情報保穫の観点が繁華芸なこ

とは言うまでもありません。
(略)  

(6)納税機縫霊童綴に係る� PTの設置
以上、 (1)紡税務機利憲章〈仮称〉の制定、 (2)関税不滋審判所の改盤、� (3)社会信長総..税共 i湿の議事長号制度導入、� (4)歳

入ffの設置、等について、具体化を滋るため、税総議後会の下にプロジェクト・チーム� (PT)を設援し淡す。終;之、� (1) (2) 

(3 )については 1年以内を悶途に総議を出します。

なお、弦念事長灘・税共遂の議4号制度やこれを付番重管理する綴入ffの設置についてはu 税制のみならず、社会保護乞鋭度も関i摩する

ととから、税指j鶏査会の PTと並行して、内観官房国家戦雲書室を中心 i之、総省横断的 I~検討を符うとととします。
( 調書� ) 

2.綴入所得課税

(1)所得税

窃改革の方向性
所得手等分配機能を回復し、所得税の:iE滋化に向け、税察機迭の改革のほか、以下のような改機管縫途します。
第…に、約五窒に所得繍綬できる体骨揮を務え、課税の巡査化後図るために、社会保障・綴災遺の者番号綴度の議事入を進めます。ただ

し、一般の消費者殺鰯容としている小発草案等に係る売上げ〈事業所得)や、グローバル化が進展するI:j:!で語審外資産や取引に関する

惨殺の抱擦などには一定の限界があり、番号務Ilf:変も7J能草案ではないという認識も必裂です。
〈 襲各� ) 

④ 	 所得授除から税額控除・給付{せき税額捜除・手当へ‘

(略〉 


給付イ寸き税額鐙除は多くの先進閣で統に導入されています。我が国で導入する場合には、所得把握のための遜号制度等を前提に、

遺産主義ずる社会保獲量級皮の見葱しと併せて検討を滋めます。� 
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吋ザ干平均)J 

平成21年12月30日 閣議決定

12. 6つの戦略分野の基本方針と毘襟とする成累I 

st認さぎ宏之~プラグムフ;:J- -A 

;(5)持委設.1-ぞ拶JZm葬点張� 

---/TJtffJ.Bポ~

(情報i風情技術の利活用による闘民生活向上・悶際競争力強化)

我が閣の情報通信技術は、その技術水準やインフラ整備の蛮では世界最高レベル!こ達しているが、その制活用

は先潜諸外関に漂れを取っており、溝悲的な結果が実現されていない。

舘人?警報報護、セキュリティ強北などの対議を進めて襲震の安心を護保しつつ、� 1警報道建設省5を{遣いこえ主せる

人材の脊成などを強北して警報通建設離の事IJ活期そ議蓋的iこ進め、題震生活の料費憶のi向上、靖報通信設捕に謀

る分野の主主離陸む伸び三箭増、生産コストの保減による菌樺競争力の強化、新駿撲の創出に結びつける。笠政投

効率化を臨るため、各謹の行政手続の電子化・ワンストップ化を進めるとともに‘住民禦コードとの連携による

各穣番号の駿備・利用に向けた検討を加i援する。

一号
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層型

社会保障・税i二関わる番号制度の詔的・課題

。真iこ手を還し伸べるべき人に対する社会椋緯の充実 

O国民魚謹の公正性 

O閤践の利便性向上 

Oその他 

ト町A 

o 

0利用する分野・番号などの特定

。糧人情報を保護するせ組みの構築 

Oその弛 

1年以内を自誌に結論



量翻

当面の思り組み 

O隣接各省において、昔話鑑設計の検討を開始

〉灘択設を犠数霊祭理し、各選択殺におけるコスト、導入期間、

メリット・デメリットなどそを整理する 

(5月頃そを自処) 

O次自以緯の検討会において、関揺各省ts関連施譲の取り組み状m.

炉・4 

h・a 設整蓋

》関連施策全般についての参加者の認識悲共通にする 

(2月中を E棄さ〉

。坐麗i三E長じて、有識者ヒアリングなどを経豆


〉番号制度に関する国民の声在汲みよiずる




2. 第 2回社会保障・税に関わる番号制

度に関する検討会資料 
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麗む

社会保樟・税に関わる番号制度i二関する検討会

第2囲

良 時�  : 平成宏� 2年� 2月22日{月)
 

14:30-15:45 


、

場 所�  . 内館府本府5階第5特別会蟻軍

議額�  : 社会保障分野・税務分野での現状の取組みなど

b
H 

コ

割付諜料:


(資料1)本表紙


{資料2)議事次第


(資料 3) 車生労犠省からの配布資料


〈資料4)財務省からの配付資料


{資料 5) 総務省からの配付資料





